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第27回新 潟 太腹肝門病 研究 会

日 時 平成3;1:I(うF]ltl(い

会 場 ホテル新潟

一 般 演 題

1)C1-0tlkhtさit-Canュ(lこ1 症 候群ul)1例

長ti眉 粟･斎藤 征 史
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症例は揖歳男性.平成2年9月より1日5回程度の下

恥 味覚及び食欲低 仁 脱 仁.爪申 ')萎縮,色糸沈着が

出現 し,糖蜜目的で同年豆0月8日当院受診 した.頚部の

脱毛,四肢の爪甲の変形萎楓 摺鉦の色素沈着,低蛋白

血症と,胃及び太腹にはポリープがび慢性に認められ,

('r()llkhitt､t､mlこl(lこl症候群上診断 さ才豆二.抗線溶糠法上

して trこInXこlllliL,I,lL.i(I1.lI)oolllLl､t･.(lこll11(1StこItlllL_tSilこItt､

GOOmL,(･.:捜 tjLL上 段 'j･後 卜#lJ.脱 T:;.爪IIlハ･整緋;,

色素沈着をこついて改善がみられ,ポリ-プもほとんどが

i甘失 した. 1､J､卜. 抗線溶療法か.欝勃 した (lr川1khjtt.. -

camada症候群釣 i例を経験 したので報告 した.

21潰喝性 大腸 炎におけ るT細胞 とサ イ トカ ヤ

ン

笹川 哲哉 ･滝滞 英昭
坂内 均 ･成滞杯太郎
朝倉 均 (新潟大学第三内科)

濃癌性太腹裁 くUC)をこは免疫異常の関与が想定 され

ているが.活動期 し7C の大腸生検組織に対 し,抗 Leu

2a及び 3a抗体と抗 HLA-D況 抗体を開いた蛍光二還

染色を行し､.血清中LIf)IL-6,TNT.可溶性 1L3 L･t･_

ブ タ… 如L12校) を測定 した,UCの粘膜固有層内の

Leu2a+ 及び Leu3aキ 細胞数,DR十 の Leu3a+ 細

胞は増加 しすLeu3aヰ 細胞数先eu2a+ 細胞数の比 も

上汁していた.活動期 LTC(･')腺 上皮には高率に nR抗

原の発現を認めたが,上皮が DR- で Leu3a+ 細胞

の活性化率の高い症例は末治療で増悪願の例をこ多かった.

IL-6,TNF.SIL-2Rはいずれも増加 し.1l:6は増悪

期で特iこ増加 していた Leu3a+細胞の活性化率!二SIL -

2R 及び ll:6には止L')相関 も認人里こ.LTC函六動早断

には大勝粘膜固有層内で Leu3盈ヰ 細胞を圭とするT細

胞が活性化さIt.IL1うLpT)産牛もJlL進 してし､fHL_考:tj'

わた.

3)回盲部単純性潰癖 をこ対す る栄養療法の効果
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(同 第一外科)

回酋部単純性潰鼻患者3例に対 して栄養療法を行い,

その治療効果を検討 した.対象症例の年齢は28歳から38

読.男性 2例,女性 1例血泰症のための過去の腸切除歴

は6回,2回か各lf札 l例LL初発例.全例か初発時盲

腸に下掘れの深い漁轟をきたし,病理組織診断は非特異

性漁場であった. 1例は中心静脈栄養と絶勝栄蔑剤の併

鳳 2例は経腹栄養を行った事初回治療では全例が4カ

月以翻 こ腹痛が消失 し,濃癌は療病化 した.2例は経u

摂取により再燃が確認 された, うち且例は再治療により

濃癖の緩解噂丸が容易であったが,他の呈例は蒋治療の
効果が不十分で治療をこ難渋 している. 2例は栄養療法の

離 脱が可能で現在経過観察中である中

4)当院 におけ る痔癖 の傾 向

-型別 ･治療法 や炎症性腸疾患 との関係

を中心 に-

]侶京 藻 ｡吉田 鉄郎 (吉 田 病 院 外 科)

山口 正康 ･永田 弗素 (吉 田 病 院 内 科)

渡辺 薬師 (新潟東学第-病理)

平成元年4月から,平成 3年 3月までの2年間に,当

院で痔療の手術を行なった 309例について検討 した.性

比は2粥 :2ユで男性に多 く,30才代にピ-夕があった.

26例の重複痔療を含軌 332の痔療中, 低位筋問痔感

(ⅢL) が280(85,3%). 坐骨直腹蔵痔車 用 ) が46

(13.9%)とこの両者で大部分を占めた.手術法は,後

方の EL には開放術式,前方及び側法の 許し をこぼ括約

筋温存術式,孤には,虻門保護手術を行った.同期間中

に夕･ロ-ソ病と診断された症例は7例で,他院でタロ-

ソ病疑いと診断されていた-例をのぞき労全て旺囲腺癌

をきっかけとして来院 し,精査の結果 タロ-ソ病と診断

されたものであった,


